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和歌山市は、本県の中心地であり、市域のほぼ中央を西流する紀ノ川

によって潤いを与えられた風光明媚なところであります。この紀ノ川に

よって形成された和歌山平野は、古代より人々が住みつき数多くの遺跡

を残しています。

中でも、今回発掘調査をいたしました大田・黒田遺跡は、弥生時代前

期に始まる集落として全国的にもよく知られています。また大田城は、

中世の戦乱期において秀吉軍に水攻めを受け、滅びたことが文献史料な

どから知られるところでありますが、現在ではその面影を探ることは発

掘調査によるところです。

今回の調査では、弥生時代前期から中期にかけての大溝や水田を発見

し、また中世では大田城に関するとみられる大溝が見つかっています。

中でも、弥生時代の広鍬と戦国時代の鉄砲玉は、重要な遺物として新し

い発見をみました。このような、新たな学術成果は、郷上の歴史を語る

上で、なくてはならないものであります。本書は、私たちの郷土に関す

る歴史知識を豊かにする一助になれば幸いです。

本書出版に際して、発掘調査にあたって多大のご協力をいただいた地

元の皆様方および本書編集に種々ご教示を賜りました先生方に厚く御礼

申し上げます。

平成 7年 11月 17日

財団法人 和歌山市文化体育振興事業団

理事長 筒 井 敏 郎
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1.本書は、和歌山市大田383番地に計画した和歌山YMCA福祉医療専門学校建設に伴 う発掘調査の概要報告書

である。

2.調査は、財団法人和歌山市文化体育振興事業団が受託 し、対象面積約370m2を 1995年 4月 12日 から同年5月 17日

までの約 lヶ 月間で実施 した。

3 本調査は、当初太田城跡発掘調査事業 として開始 したものであるが、調査の結果弥生時代の大田・黒田遺跡

に関わる遺構や遺物が多 く確認された。このことから、本書の表題を含めた今回の調査 を大田・黒田遺跡第26

次調査 と改めたものである。

4.発掘調査及び報告書刊行に係わる事務局は下記のとお りである。

和歌山市教育委員会    財団法人和歌山市文化体育振興事業団

教育長    浅井周英    理事長     筒井敏郎

文化振興課長 志岐忠一    事務局長    竹尻圭吾

文化財班長  森田安信    総務課長    別院 稔

学芸員    前田敬彦    事務主任    小松義博 (調査庶務担当)平成 7年 4月 14日 まで

事務主任    豊田忠彦 (調査庶務担当)平成 7年 4月 15日 から

学芸員     井馬好英 (発掘調査担当)

5 本書の執筆は当事業団学芸員北野隆亮及び井馬が分担 し、編集は井馬が行った。各執筆分担については以下

の目次のとお りである。なお、 3.大 田・黒田遺跡の既往の調査については、和歌山市教育委員会大野左千夫

が執筆 した。

6.写真図版の遺物に付 した数字番号は、実測図番号に対応する。

7.大 田・黒田遺跡の立地 と環境については額田雅裕氏 (和歌山市立博物館 )、 プラン ト・オパール分析は松田隆

二氏 (古環境研究所 )、 広鍬の樹種鑑定は井上美知子氏 (元興寺文化財研究所)の ご協力を頂 き、それぞれ玉稿 を

いただ くことができた。記して感謝申し上げます。

8 概要報告書の作成にあたり、多くの方々に現地及び遺物整理作業時に有益な御教示・御指導を賜ったことに

感謝の意を表 します。

9 発掘調査及び遺物整理に際 して以下の方々のご協力を頂いた。記して謝意を表す。

今山直美 海野榮喜男 岡野恵津子 木下かずこ 木下すみえ 木村二朗 小島常夫 阪口毅司 新田キヨ子

谷川弘治 出縄泰子 土澤真喜子 中居波夫 中岡
=、

みよ 中嶋雅士 中野圭子 中谷ひろ 西ロコイト 西谷イサコ

西中てるよ 橋本昭二 橋本美代子 冨加見百合子 藤田裕美子 藤本とよ子 三木礼子 水田久枝 宮崎英子

山口愛子 龍神房次

日
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1.調査の契機 と経過

当遺跡の調査 は、和歌 山市大 田383番地において和歌 山YMCA福 祉医療専門学校が建設 されること

にな り、 この建設現場が 『和歌 山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載 された周知の遺跡である大

田城跡 (遺跡番号356)の 範囲内であったため、和歌 山市教育委員会が文化庁 に届け出を行 い、この工

事に先立つ発掘調査が必要 となった。 このため、調査は和歌 山市教育委員会の指導の もと財団法人

和歌 山市文化体育振興事業団が委託 を受けて実施 した。

大田城跡の発掘調査 は今 回が最初 であるが、近接 し当遺跡 と重 な りをもつ大 田・黒田遺跡 (遺 跡番

号327)で はこれまでに25次 にわたる発掘調査が行 われている。大田・黒田遺跡は、弥生時代前期か ら

中期 にかけての県下最大規模 を誇 る集落跡 として知 られ、竪穴住居跡や井戸などの遺構、銅鐸や 多

量の壷、甕などの弥生土器が発見されている。 また、弥生時代以外では古墳時代か ら中世 にかけて

の遺構、遺物が多数 出土 し、複合遺跡 として もよ く知 られている。今 回の大田城跡の調査 は、当初

大田城に関す る中世の遺構が主 として検 出され るとみ られたが、実施 した結果、弥生時代の遺構、

遺物が多 く検 出された。 このため、弥生時代 を中心 とした大田・黒田遺跡の範囲が西方に広が るこ

とが明 らか とな り、例 言に も触れているが、本調査 を大田・黒田遺跡第26次調査 としたものである。

調査対象地は、大 田城跡の範囲内では北西端 に位置す る東西17m、 南北20mの 方形区画であ り、専

門学 校 の建 設 範 囲 で あ る約 340m2

であ る。 (第 1図 )

現地調査 は、 まず重機 に よる機

械掘削 を平成 7年 4月 12日 か ら17

日までの3日 間で4予 い、同 日17日 か

ら作業員による人力掘削 を開始 し

た。 まず第一遺構面の調査 は 5月

4日 に弥生時代 中期 中葉 を主体 と

した全景写真 を撮影 し終 了 した。

こののちの 6日 か らさらに下層の

調査 を トレンチ調査 によって行 っ

た ところ第二遺構面の存在が明 ら

か とな り、拡張 した範囲に限 りこ

の面の調査 を実施 した。

人力掘削は約 1カ 月の期 間 を要

し、機械掘削 を含めた実働 日数 は

26日 間であった。このため、埋め戻

し及び整地作業が終 了 したのは 5

月17日 のことである。

-1-

第 1図 調査位置図



2.位置と環境

和歌 山市は、和歌山県の北東端に位置 し、北は和泉 山脈 を境 として大阪府泉南郡岬町・阪南市、

東は和歌 山県那賀郡岩出町・貴志川町、南は海南市に隣接 し、西は紀伊水道に面 している。

本市のほぼ中央 を西流す る紀 ノ川は、奈良県の大台 ヶ原に源 を発す る全長136 kmの 河川である。

この紀 ノ川によって運ばれた土砂 によって形成 された沖積平野が和歌山平野である。今 回調査 を行

った当遺跡は、紀 ノ川南岸の平野で も微高地にあたる地点であ り、数 多 くの遺跡が分布す る地域で

ある。

次に周辺の遺跡 を概観す ると、まず縄文時代 では東1.5kmに 位置す る鳴神員塚がある。この員塚 は、

国の史跡に指定 されている遺跡で、縄文時代 中期か ら晩期 にかけての土器が多数発見 されてお り、

晩期 の土器に伴 って弥生時代前期の土器が出土 している点で縄文時代か ら弥生時代 に移行す る状況

が得 られ るものである。

弥生時代 になると遺跡の数は増 し、平野部 に集落が展開す るようになる。弥生時代前期 に始 まる

集落では、今 回の調査地 で もある大田・黒 田遺跡 (1)が特 に著名 であるが、他 には紀 ノ川右岸の宇 田

森遺跡や北田井遺跡(24)が よ く知 られている。しか し、これ らの遺跡は、中期か ら後期 にかけての集

落跡であ り、円形の竪穴住居跡などの遺構が検 出されている。

次に、古墳時代は弥生時代に続 き平野部 に集落が営 まれている。当遺跡の東側 に位置す る鳴神遺

跡群 には、多数 の方形竪穴住居跡が検 出されている。また墓域 は、秋月遺跡 (26)で検 出された前方後

円墳のように集落の周辺に築造 されていた ものが、周辺の岩橋 山塊などの山麓に移 り、のちには岩

橋千塚古墳群 (39)な どの大規模 な古墳群が形成 され る。

歴史時代 になると、当遺跡か ら東700mに 位置す る秋月の地に鎮座す る日前国懸神宮がすでに 日本

書紀に記 されている。 この 日前国懸神宮の勢力によって紀 ノ川右岸の条里制が深 く関わ りをもつ よ

うである。 また奈良時代か ら平安時代 にかけての遺物は、周辺の鳴神遺跡群 の発掘調査 において多

く出土 してお り、 日前国懸神宮の周辺は注 目され る地域の一つである。

また、今 回の調査地で もある大田城跡 (2)に ついては、豊臣秀吉の紀州攻めによる大田城の水攻め

が よ く知 られ るところである。 しか し、当時の大田氏に関わる史料は、江戸時代の文献にわずかに

残 るのみで城の位置 を含め正確 な情報は伝 わっていない。残 る史料によると、大田城は、東西二町

半 (約 273m)、 南北二町 (約 218m)、 まわ りに堀 をめ ぐらした城館 であったことが窺 える。また水攻め

に関 しては、和泉・紀州両国の百姓 を動員 し、紀 ノ川田井 ノ瀬か ら出水 を通 る五三町 (約 5 8km)に 堤

防 を築 き、宮井・小倉井の用水 を引 き入れたことがわか る。 この堤防は、現在 では出水の地にわず

かに残 るのみである。 この大田城 も現在 では地 中に埋 もれ、大田の地に「城跡」 とい う小字 を残す

のみである。近年の大田・黒 田遺跡の発掘調査 において幅10m、 深 さ 3mを 測 る中世の大溝が発掘 さ

れ、大田城 と何 らかの関わ りをもつ遺構 として注 目されている。

【参考文献】

和歌山県史編さん委員会  『和歌山県史』 和歌山県 考古資料 1983

和歌山市史編さん委員会  『和歌山市史J第 1巻 和歌山市 1991

末永雅雄『岩橋千塚』和歌山市教育委員会 1967

和歌山県教育委員会『鳴神地区遺跡発掘調査報告書』 1984
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和田古墳群

和田岩坪遺跡

尉,生lll丈

古墳

古墳

弥生～平安

弥生～古墳

弥生～古墳

古墳～奈良

古墳

古墳

弥生

弥生

古墳

古墳

弥生～古墳

和田遺跡

寺内古l■
~群

山東古墳群

吉札砂羅谷窯跡

吉礼Ⅲ遺跡

古礼貝塚

西吉礼遺跡

東吉礼遺跡

千石山遺跡

馬場遺跡

城ヶ森遺跡

三田古墳群

本願寺跡

鷺の森遺跡

和歌山城跡

弥生

古墳

占墳

古墳～奈良

弥生

縄文

弥生

弥生

弥生

弥生

3/1生

古墳

中世～

llt生～古墳

近世

第 2図  大田 。黒田遺跡周辺の遺跡分布図
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3.大田・黒田遺跡の既往の調査

第 1次～第 9次調査 」R(調査 当時は国鉄)和 歌山駅東側一帯 (和 歌山市南黒田・北大田・南大田)に

対す る区画整理事業に先立 って、和歌 山市教育委員会が大田黒田遺跡調査団に委託 して発掘調査 を

実施 した。1968(Π召和43)年 か ら1971(日召和46)年 にかけて約4,900m2の 調査がおこなわれた。弥生時代の

主 な遺構 としては、竪穴住居跡18軒 (建 てかえを含む)の ほか、井戸、溝、土墳墓、多数の上坑がある。

多量の弥生土器が出土 したが、 そのなかで弥生前期の甕に縄文晩期の甕の系譜に連 なるものがある

ことが確認 され注 目された。遺跡の北東部では銅鐸 (外縁組 四区袈裟欅文鐸)1個が出土 した。古墳時

代の遺構 では、井戸、溝、土坑が多数検 出された。特異な遺物 としては溝内の堆積層上層か ら出土

した内行花文鏡片 (懸 垂鏡)が ある。このほか、奈良時代の大型の井戸が検 出され、和同開珠42枚・万

年通宝 4枚が出土 した。 また、中世末期 に埋没 した東西に延 びる大型の濠状の溝の一部が検 出され

た。
1)

第10次 調査 市道和歌 山港鳴神線敷設に伴 う遺跡範囲確認調査 で、1975年 12月 か ら1976年 3月 にか

けて和歌 山市教育委員会が実施 した。16個 所の トレンチ を設け、調査実面積 は53m2で ある。弥生時代

の包含層・遺構 は検 出されず、主に古墳時代 中期以降の遺構・遺物が検 出された。
υ

第11次 調査 市道有本 田尻線予定地 内の発掘調査 で、1977(日召和52)年 7月 ～ 8月 に和歌 山市教育委

員会が実施 した。調査 当時の地番は大 田516番地、他で、調査実面積は180m2で ある。中世の溝 2本、

古墳時代前期の土坑 な どを検 出 した。溝か らは瓦 (巴文軒丸瓦、珠文軒平瓦)、 陶磁器片 (瀬戸美濃、

常滑、中国産青磁・白磁 )、 石仁、、一石五輪塔残欠などが出土 した。

第12次 調査 市道有本 田尻線予定地 内の発掘調査 で、1978(日召和53)年 8月 ～ 9月 に和歌 山市教育委

員会が実施 した。調査 当時の地番は大田376、 382、 383、 482番地で、調査面積 は115m2で ぁる。調査区

域の大半 (西 側)は 、16世紀代の大 きな掘 り込みによって古い遺構面は失われていた。 この掘 り込み

は、溝の一部か もしくは池状の落ち込みか と思われる。 巴文軒丸瓦、青磁、 白磁、染付磁器片など

が出土 した。このほか、古墳時代前期の土坑 4基、弥生時代 中期 の井戸跡 1基、15世紀前半代の瓦溜

め 1基 などが検 出された。弥生時代の井戸跡か らは多量の弥生土器片が、中世 の瓦溜めか らは巴文

軒丸瓦、唐草文軒平瓦、珠文軒平瓦、鬼瓦 を含む多量の瓦片が出土 した。

第13次 調査 第12次調査 と平行 して実施 した緊急発掘調査 で、大田4289番地の一部、約201n2の 調査

をおこなった。古墳時代 の土坑 4基 を確認 した。

第14次 調査 1979(日召和54)年 7月 ～ 8月 に和歌 山市教育委 員会が実施 し、北太 田にある来迎寺北側

の道路敷 (調 査面積130r)お よび市道有本 田尻線予定地内 (調査面積70m2)を 対象 とした。来迎寺北側

道路敷では、浅 い落 ち込みか ら須恵器、土師器、製塩土器、有孔円板、碧玉製管玉 など古墳時代 中

期の遺物が まとまって出上 したほか、弥生時代前期末 ～中期初頭の遺物包含層が一部にみ られた。

有本 田尻線予定地内では、顕著な遺構 は検 出されなか った。

第15次 調査 第13次調査の来迎寺北側調査 区の東側隣接地 を対象 として、1980(昭和55)年 7月 ～ 9

月にかけて和歌山市教育委員会が実施 した。調査 当時の地番は大田5037、 他 で、調査面積 は170m2で

ある。弥生時代の遺構 としては中期後半の竪穴住居跡 1軒 (直径約3.6m)と 、その下層の遺構面に前

期末の竪穴住居跡 1軒 (直径約8.3m)が検 出された。本年度は雨天が 多 く、下層の住居跡の精査 は次
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年度に持 ち越 した。

第16次 調査 1981(昭 和56)年 8月 ～ 9月 にかけて和歌 山市教育委員会が実施 し、第15次 調査 で検 出

された弥生時代前期の竪穴住居跡の精査、および来迎寺東領]隣接地 を対象 とした。竪穴住居跡は 6

本柱か ら 4本柱へ と建てか えられていて、下層の床面にはベ ンガラを混えた炭灰の薄い層が何
『

|も

敷 き延べ られていた。来迎寺西側隣接地では、近世以降の大型の土坑が多数重複 してお り、古い時

期 の遺構はほ とん ど失われていた。
3)

第17次 調査 大 田4296番地の社屋建設予定地 内の発掘調査 で、1983(昭 和58)年 11月 か ら1984(昭 和

59)年 2月 にかけて和歌 山市教育委員会が実施 した。調査面積 は181が である。弥生時代の遺構 として

は、中期の竪穴住居跡 2軒、中期 の井戸 1基がある。井戸底には、半裁今」り取 り部材 を組み合わせ

た井筒が遺存 していた。調査 区域の北側 は、第 2次調査 で検 出された中世末の濠状遺構に連 なると

考 えられ る溝状の掘肩が検 出された。

第18次 調査 いわゆる大田城水攻めの際の戦死者 を葬 った とい う伝承 をもつ「小 山塚」が道路敷 とな

るため、1985(日召和60)年 7月 に和歌山市教育委員会が実施 した。調査当時の地番は大田538番地で、

調査面積 は14m2で ぁる。「小 山塚」自体 は既に1952(昭和27)年 に石積基壇 をもつ石碑に建てかえられ

ているので、この石碑の移設後に調査 をおこなった。井戸状の上坑 1基 が検 出され、瓦器椀数個体、

白磁 片、土師質土器皿、円形薄板 などが出土 した。

第19次 調査 大田42410番 地の学校法人建物建設予定地内の発掘調査 で、1987(昭 和62)年 6月 ～ 7月

に和歌 山市教育委員会が実施 した。調査面積 は140m2で ある。調査 区域の北側は、中世末期の大型濠

状遺構が東西に走っている。この溝は、これ までの調査 とあわせ て、東西に約130m以上延 びている

ことが これで確認 された。 この溝の南側 には、弥生時代、古墳時代の ピッ ト、土坑、溝が多数検 出

された。

第20次調査 家屋建築 に伴 う発掘調査 で、1987(昭和62)年 9月 に和歌 山市教育委員会が実施 した。調

査地は大田455番地で、調査面積 は16m2で ある。15世紀後半 ～16世紀の溝、12世紀後半～13世紀前半

の溝 などが検 出された。

第21次 調査 黒 田481番地の集合住宅予定地 内の発掘調査 で、1988(昭 和63)年 2月 ～ 4月 にかけて

和歌 山市教育委員会が実施 した。第 9次調査 区域の一部 と重複 している。調査面積 は約4501112で ある。

弥生時代の遺構 としては、溝、土坑のほか、だヽ型の土器棺や土墳墓が検 出された。 このほか、奈良

時代前期の大型の井戸 1基が検 出され、須恵器数個体のほか斎 串 1点が出土 した。

第22次調査 太田4793番地の社屋建築予定地 内の発掘調査 で、1988(昭和63)年 4月 ～ 5月 にかけて

財団法人和歌 山市文化体育振興事業団が実施 した。 この調査区域 は、第12次調査の東側隣接地 であ

る。弥生時代 中期の竪穴住居跡 3軒、16世紀代の溝状遺構 1本 などが検 出された。これ らの竪穴住居

跡は、第12次調査 で検 出された井戸 と組み合 わさるもの とも考 えられ、現在の ところ大田・黒田遺跡

で最 も西側の弥生時代 の居住区域 である。

註 )

1)森 浩―・自石太一郎「南近畿における前・中期弥生式土器の一様相」『考古学ジャーナル」33 ニューサイエンス社 1969

森 治一 '大野左千夫「和歌山市大田黒田遺跡J『 日本考占学年報』21・ 22・ 23合併 日本考古学協会 1981

2)『大「」・黒田遺跡範囲確認調査(和歌山港～鳴神線)概要』 和歌山市教育委員会 1976

3)宮 田啓二・大野左千夫「弥生文化とその時代」 『和歌山市史』第1巻 和歌山市 1991
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この他、当事業団が近年実施 した調査 としては、以下の とお りである。

第23次 調査 調査地は遺跡の北部縁辺に相 当す る。調査 は、1994(平 成6)年 3月 に実施 した。調査面

積が7m2と 狭小であったが、古墳時代後期の溝や弥生時代中期の土坑などが検 出で きた。

第24次 調査 現黒田公 l‐Eか ら、北へ約50mの地点である。調査期間は、1994(平成6)年 3月 ～ 5月 で

ある。また調査面積は約300ぽ である。遺構 は、弥生時代 中期の溝や土坑 を検 出 している。また特殊

な もの としては、弥生時代 中期の壺棺 を1基検 出 している。

第25次調査 調査地は来迎寺の南40mに 位置す る。調査は、1994(平 成6)年10月 に実施 した。調査面

積が24が と限 られた範囲であったが、主 として中世か ら近 |ILに かけての遺構、遺物 を確認 している。

中世末の遺構 は溝 とみ られ、中1性 末の遺物が出土 していることか ら、大田城跡 との関係が検討 され

るところである。

第 3図 既往の発掘調査区域 (*E口 は銅鐸 出土地 )
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4.調査の方法 と経過
X=‐ 196216m

(1)調 査の方法

調査 の方法は、 まず当地が盛土

を施 し、アスファル ト舗装 を行 っ

た駐車場 であったことか ら第 3層

(旧耕作土)ま で重機 によ り掘削

を行 い、第 4層 (床土)以下の包

含層 と遺構 の調査 を人力掘削によ

って実施 した。包含層の掘削にお

け る遺物の取 り上げは、実測用に

設定 した国土座標軸 を も とに4m

メッシュの杭 を設け、 この杭 をも

とに行 った (第 4図 )。

溝等の遺構掘削については、土

層堆積観察用のベル トを直交す る

ライン上 に設け写真撮影 を行 い、 X=― 196240

2層 以上の堆積が確認で きた もの

については実測図等の記録保存 を

Y=‐ 74028m Y=‐ 74020m

0              1c
l    l    l

第 4図 調査地区割図

Y=-74036m
l

行 った。土層の色調及び土質の観察については、従来通有の呼称 と農林水産省農林水産技術会議事

務局監修 『新版標準土色帖』1994年版 を併用 した。

次に、図面による記録は、先に触れた国土座標軸 を基準に平面図及び土層堆積状況図をすべて手

実測で行い、基本的に1/20の 縮尺で実測図を作成 したが、重要な遺物出土状況図や特殊遺構について

は1/10の 縮尺を用いた。

また遺跡の水準は、国家水準点及び和歌山県水準点を基準 とした。

(2)調 査の概要

当調査地の基本層序は、第 5図 に示 したとお りである。 しか し、今回の調査範囲の南半部は以前

に存在 した建物のための破壊が著 しく、すでに第 6層 とした土層まで攪乱されていた。このため、

次の堆積状況は、調査区ほぼ中央より北側の ものである。

まず、表土にはアスファル トがあ り、その下層に近代以降 とみられる整地層が約60cmの 厚みで堆積

している。この整地層の下に第 3層 とした旧耕作土 (暗 灰色弱粘質土)が堆積 している。旧耕作土直下

には黄褐色系の床土 (第 4層 )が あ り、この層には中世末か ら近世前半 までの遺物が含まれている。こ

の第 4層 は、二層 (4a層・4b層 )に 分けられ、下層である4b層 は出土遺物 より中世末の堆積である可能

性が強い。 また、第 4層 の下面が今回第一遺構面 とした面であ り、この面より検出できた遺構の時

期は、弥生時代中期中葉か ら16世紀中葉に至 るものが存在する。この概報では、第一遺構面で検出し

た遺構 を中世 と弥生時代中期から古墳時代のものに分 |う 、記述する。

次に、第一遺構面より下層の状況は、第 5層 とした弥生時代中期中葉の水田耕土 (灰緑色粘質土)が

X=‐ 196224m

|

X=‐ 196232m
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約10 cmの 厚みで堆積 し、 さらに下層には

弥生時代 中期前葉の包含層である第 6層

(明 黄褐色粘質上)が堆積 している。 この

第 6層 の下面が弥生時代前期後葉か ら中 L=3.00m

期前葉にかけての遺構検 出面 であ り、今

回の調査 におけ る第二遺構面 である。 こ

の第二遺構面で検 出 した遺構 は、弥生前

期後葉の土坑二基、弥生前期後葉に掘削

され中期前葉 に埋没 した大溝や 中期前葉 L=2.00m

に存在 した水田がある。また、今 回検 出 し

た弥生時代 におけ る水 田 とした ものは、

古環境研究所に依頼 したプ ラン ト・オパ

ー ル分析 に よ リー 定 量 の イネのプ ラ ン

ト・ オパールを検 出 したことなどによる

ものである。

アスフ ァル ト

3 暗灰色弱粘質土(N4/0(灰 )粗砂混シルト)

4a 4a暗黄褐色弱砂質土(5Y5/2(灰 )粗砂混シルト)

4b 4b暗茶灰色弱砂質土(5Y5/(灰 )粗砂混シルト)

5 灰緑色粘質土(2 5GY5/(オ リーブ灰)粗砂混シルト)

6 明黄褐色粘質土(25Y7/6(明 黄褐)粗砂混シルト)

7a黄掲色粘質土(OYR6/3(にぶt漬橙)粗砂混シルト)

7b茶灰色粘質土(7 5YR5/1(褐 灰)粗砂混シルト)

8 黄灰色粘土(25Y5/2(暗 灰黄)細砂混シルト)

第 5図 調査地上層柱状模式図

第二遺構面より下層の状況は、弥生時代前期の遺物包含層 (第 7層 )が約60cmの 厚みでほぼ水平堆

積することが土層堆積状況確認のための トレンチ 1や トレンチ 4よ り確認できた。 また、この土層

は大 きく2層 に分けられ、包含される遺物はともに希薄であ り、それぞれ7a層 (黄褐色粘質土)、 7b層

(茶灰色粘質土)と して記録 した。さらに、第 7層 より下層は黄灰色粘土 (第8層 )が堆積 し、この層に

は遺物が含まれていないことからベース層 とみられる。

5。 遺構
今回の調査 で検出 した遺構 は、上面の第一遺構面で中世末の大溝 (SD l)や 弥生時代 中期 中葉の水

田、後葉の溝、 また古墳時代前期の溝 を確認 し、 さらに下面の第二遺構面で弥生時代前期後葉か ら

中期前葉 までの土坑や水 田を検出 している。

まず上面の遺構 は、弥生時代 中期 中葉の水 田があ り、 この水 田を区画す るとみ られる大畦畔が調

査区のほぼ中央 を東西に貫いている。大畦畔 よ り南側 に位置す る水田(SX la)は 、南北に長い隅丸方

形状のプ ランをもち、一区画 を形成 している。また北側の水田(SX lb)は ほぼ全面に広が り、元来存

在 した とみ られ る小畦畔はすでに崩壊 した ものか確認で きなか った。 これ ら弥生中期 中葉に営 まれ

ていた水 田は、弥生時代 中期後葉には完全 に埋没 し、弥生時代 中期後葉にはSX lb上 にすでに溝 (SD

-16b)が 掘削 されている。また、この溝は弥生 中期末には機能 しな くな り、再掘削 を受け るのが古墳

時代の初頭 とみ られ、古墳時代の中期にはすでに埋没 している状況が出土遺物 よ り判明 している。

この状況 よ り、弥生時代 中期後葉か ら占墳時代 中期 にかけては、溝のみが存在 し、遺構が特に希薄

であ り、弥生時代後期 には遺構等が全 く存在 しないことが明 らかである。

次に、上面において遺構が出現す るのは中世末のこ とである。調査 区南東端 で検 出 した大溝 (SD

l)は 、出土遺物 よ り大 田城が存在 した時期である16世紀には存在 した とみ られ、すでに16世紀末には

埋没 している遺構である。 また、この大溝の西側に位置す る掘立柱建物 (SB l)は 、 2間 × 2間 の規

-8-



模の もので出土遺物が希薄で正確 な時期 は不明であるが、覆土の状況やSD lと の位置関係か らFEl時

期の遺構 と考 えられた。

次に、第二遺構面において検 出できた遺構 について触れ る。 まず弥生前期後葉の時期に存在 した

遺構 は、炭が底部全面に付着 し、遺物 を多 く含む土坑SK 10・ SK 12が ある。 また、調査区の南東端

か ら北西隅にかけて対角的にのびる大溝 (SD 19)が ある。このSD 19か らは、遺物は希薄なが ら弥生

時代前期後葉の壺などや直柄広鍬の鍬身 (第 23図、図版15)が ほぼ完全 な形で出土 している。また、こ

れ らの遺構が埋没 したのちの弥生時代 中期前葉には、少な くとも二時期 にわたる水 田が営 まれてい

る。

(1)第 一遺構面 (中 。近世)(第 6図 )

小溝群 第一遺構面のほぼ全域で検出 した溝で、幅30cmか ら80cmを 測 り、深 さは遺構検 出面 よ り10cm

程度で、覆土は灰褐色弱粘質上で埋 まる。また、そのほ とん どは真北 よりN85° 一Eの 方向性 をもち、

出土遺物は希薄であるが中国製の白磁等 を含む ことか ら中世末の水 田に関す るもの とみ られ、当時

の条里制に伴 う方向性 をもつ可能性がある。

Y=‐ 74028m
|

|

第 6図 第一遺構面遺構平面図 (中 。近世 )

0            5m
|

Y=‐ 74020m

―
X=‐ 96220m

196228m

―
X=‐ 196236m

ク

―
X=

撹 乱
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SB-1(第 7図 )SB lは 、SD lの 西側に位置する掘立柱建物である。この掘立柱建物は、2間 × 2間

の規模 を測 り、桁行 4m、 梁行3mの 建物 となる。また、この建物の主軸は、真北よりN39° Wであ

る。柱穴の深さは、検出面か ら30cm前 後 を測 り、埋土は、すべて褐灰色弱粘質土で埋 まる。この建物

に伴 う出土遺物は希薄であるが、遺構の重な りや覆土の状況等か ら中世の ものである可能性が高

SD-1(第 8図)調 査区南東端で検出した大溝で、一部が攪乱によって削平 を受けているが残存部で

幅 6m以上、遺構検出面よりの深さ95cmを 測る。この遺構の堆積は大 きく5層 に分けられる。まず第

1層 か ら第 3層 までは、灰褐色系のシル トで埋 まり、下層ほど粘質が強 くなる傾向を示す。また、

この第 3層 により遺構の北肩に段 を成す。第 4層 は基本的に上層 と同 じ灰褐色のシル トであるが、

ベース土である黄色土ブロックが多 く混入する状況が得 られた。 また、最下層である第 5層 は暗灰

色粘土が堆積 している。埋土中の遺物は、比較的多 く弥生時代か ら中世末までのものを含んでいる。

出土遺物 よ りこの遺構 の時

期 は、16世紀 までであ り、第

4層 か ら出土 した瀬戸灰釉

皿 か ら少 な くとも16世 紀 中

葉 頃 には埋 没が進 ん だ こ と

が窺 え、さらに覆土全体 にお

いて17世 紀代 の遺物 を含 ま

ない こ とか ら16世 紀末 には

完全 に埋 没 してい るこ とが

明 らかである。また、特殊遺

物 として第 2層 よ り鉛玉 (第

22図 、85)、 第 5層 よ り中国の

宋銭 (第 22図 、88)が 出土 して

い る。

A

L=280m
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∞
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第 8図  SDI遺 構平面図及び土層断面図
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(2)第 一遣構面(弥生時代中期中葉～古墳時代 )

水田 SX-la・ SX-lb(第 9010図)SX la及 びSX-lbは 、第一遺構面で検出した水田である。

まずSX laは 、調査区の北西端で検出した単一的な小区画水田で隅丸長方形のプランを呈 し、長辺

7.8m、 短辺3.3mを 測 る。また、検出面からの深さは25cm程 度である。水田耕土 とみられる覆土は、

大 きく2層 に分けられ、上層は緑黄色弱砂質土、下層は黄灰色弱砂質土であ り、上層が水田耕作に

よる灰色化現象が強 くみられる。 また覆土中に含 まれた遺物は、比較的希薄であったが弥生時代中

期中葉の壺 (第 17図 、18・ 19)や石包丁 (第21図、72)が 出土 している。

次に、SX lbは 調査区中央より北側ほぼ全域に広がる水田であ り、調査区の中央を東西に走る大畦

畔によって区画されるものである。 またこの水田における小畦畔は、今回の調査では検出できなか

アスフ ァル ト
A

L=3.00m

第 3層 第 4層 第 5層

第 3層

第 4層

第 5層

A

暗灰色弱粘質土(N4/0(灰 )粗砂混シルト)

暗茶灰色弱砂質土(5Y5/1(灰 )粗砂混シルト).
灰緑色弱粘質土(2.5GY5/1(オ リーブ灰)粗砂混シルト)

lY=‐ 74028m

― X=‐ 196220m

―
X=‐ 196228m

― X=‐ 196236m

一拶

一一

1      0 1   5m

第 9図 第一遺構面遺構平面図及び北壁土層断面図 (弥生中期中葉～古墳時代 )
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ったが、大畦畔の東端で水 口を検出した。覆土は、SX laと

層などに比べ稲作の影響による変化が窺 える。

SD-16aOSD-16b(第 11図 )SD 16a及 びSD 16bは 、調査区

北西端 で検 出 した溝である。 これ らは ともに弥生時代 中

期 中葉の水 田SX lbよ り時期 が下 るもので、水 田埋没後

に掘肖1さ れた ものである。またSD-16aと SD-16bは 、 とも

に真北 よ りN65° 一Eと 同 じ方向性 を示 し、遺構底面の傾

きも同 じで南西か ら北東へ下 る傾斜 をもつが時期の異な

る遺構 である。

SD-16bは 、復 原幅2.2m、 検 出面か らの深 さ70cmを 測

り、断面がV字状 を呈す る溝である。覆上の堆積 は、断面

観察か らいわゆるレンズ状 にな り 6層 に分 け られ、全体

的に灰褐色系の砂質土で埋 まっている。出土遺物は、弥

生時代前期か ら中期の遺物 を含むが、中でも畿内第Ⅳ様式

の遺物 を含むことか ら中期後葉の遺構 であるとみ られ る。

次に、SD 16aは SD 16bよ りやや北 にずれて重 なる溝

で、断面がU字状 を呈す るものである。この遺構の最上層

である第 1層 は、南側に広が りをみせ る。またSD 16aの

堆積状況か ら数度の再掘削 を確認 した。 この溝か らの出

土遺物 は、第 1・ 2層 において須恵器 を含むが、下層に

はやや古い様相 を示す遺物があ り、古墳時代前期にはす

でに掘 削 された もの と考 え られ る。SD 16bの 埋 没時期

は、上層におけ る須恵器の出土か ら古墳時代 中期後葉に

下 るとみ られ る。

Y=‐ 74032m
|

Y=‐ 74028m

1 緑黄色弱砂質土(10Y6/2(オ リーブ灰)細砂混シルト)

2 責灰色弱砂質土(2.5Y7/3(浅 黄)細砂混シルト)

第 10図  SX― la遺構平面図及び土層断面図
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暗茶灰色弱砂質土(25Y5/(黄 灰)細砂混シルト)

暗茶褐色弱粘質土(7 5YR5/(褐灰)細砂混シルト)

茶褐色弱粘質土(7 5YR4/1(褐 灰)細砂混シルト)

灰茶色粘質土(責色土ブロック含む)

(7_5YR5/1(褐 灰)細砂混シルト)

黄灰色弱砂質土(25Y7/4(浅黄)細砂混シルト)

暗緑灰色細砂(OGY5/(緑灰)細砂)

緑灰色砂質土(10Y5/1(灰 )細砂混シルト)

黄灰色砂質土(5Y7/3(浅 黄)細砂混シルト)

緑灰色弱砂質土(N5/1(灰 )細砂)

暗灰色弱砂質土(5Y5/(灰 )細砂混シルト)

SD‐ 16a  la
lb

2a
2b
3

SD 6b  l
2a
2b
2c
3a
3b

A′

第‖図 SD― 16aoSD‐ 16b遺構平面図及び土層断面図
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(3)第 二遺構面(弥生時代前期後棄～中期前葉)(第 12図 )

SD-19(第 13図 )SD-19は 、調査区の南東端か ら北西端にかけて対角線状に貫 く大溝で幅約2.3m、 良

好な部分での深さは検出面から1.2mを 測 り、断面がV字状に掘 られた遺構である。この大溝の主軸

は、真北よりN-50° 一Wの 方向性 をもつ。また、この遺構底部の傾斜からは、その傾 きが北西端から

南東端にかけて緩やかに下 ることが明確である。この大溝の覆土は、他の遺構 とは全 く異なり、最

下層 (暗灰色砂)を 除いて黄灰色系の砂礫・粗砂・細砂が主体 となっている。また、土層観察のための

ベル トか らレンズ状の堆積がみられ、その状況か ら粗砂や細砂が相互する関係が窺 え、幾多の洪水

によって徐々に堆積 した状況が得 られる。

次に、SD 19の 出土遺物は、全体にみて希薄であった。その中でも最下層からの ものがほとんどで、

弥生時代前期後葉 とみられる遺物が若千量含 まれ、また先に触れた直柄広鍬の鍬身がほぼ完形の状
SX‐ 3緑責色弱粘質土

(7 5GY6/1(緑灰)粗砂混シル ト)

明黄灰色弱粘質土

A′  (7 5GY6/2(褐 灰)粗砂混シルト)

ヽ
A    ｀

L=200m

明黄色弱粘質土(2.5Y7/6(明 責褐)粗砂混シルト)

黄褐色粘質土(10YR6/3(に ,い い黄褐)粗砂混シルト)

茶灰色粘質土(7.5YR5/1(褐 灰)粗砂混シルト)

黄灰色粘土(2.5Y5/2(暗 灰黄)細砂混シルト)

Y=‐ 74020m
|Y=-74028m

|

―
X=‐ 196220m

SX・ 3

―
X=‐ 196228m

第 12図  第二遺構面遺構平画図及び土層断面図

(弥生時代前期後葉～中期前葉 )
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態で出土 した。 また、最上層から出土 した弥生中期前葉の壺 (第 15図 、3)は 、SD 19埋没の時期 を示

す重要な遺物である。

SK-10・ SK-12 SK 10は 、調査区東側において南北方向に設定 した トレンチ 2に おいて検出した楕

円形 を呈する土坑である。この遺構は、水田SX 4aと 重な りをもつ ものであ り、SX 4aよ り古い時期

の ものである。覆土は、黄茶褐色粘質土であるが、底面一面に約 2 cmの 厚みで炭層が堆積 している。

出土遺物は比較的多 く、弥生前期後葉の壺や甕 (第 16図 、5～ 11)、 大型の石庖丁や石斧 (第 21図、75。

76)な どが含 まれていた。

次に、SK 12は 、調査区西端の トレンチ 4で検出した不定形の土坑である。この遺構 もSK 10と 同

様の形態を示 し、底面に炭層が堆積 している。出土遺物は、土坑内部に弥生時代前期の壺の破片が

散乱する状況が得 られ、この壷を復原 したものが (第 16図 、12)である。

これら一連の土坑は、弥生時代前期後葉に存在 した同様の遺構 とみられるが、 どのような用途を

もつ ものかは不明である。

A
L=280m

SX‐ 2b

la 暗灰色砂
(砂礫、黄褐色粘質土多く含む)(10YR5/2(灰黄褐)粗砂)

lb 暗灰色砂(25Y5/1(黄灰)粗砂)

2 黄褐色粘質土(2.5Y5/3(責 褐)粗砂混シル ト)

3 暗黄灰色砂(2.5Y5/4(黄 褐)粗砂)

4 黄灰色粘質土(2.5Y5/2(暗 灰責)粗砂混シル ト)

5a 暗責灰色砂(2.5Y5/4(責 褐)粗砂)

5b 暗責灰色砂(2.5Y5/3(黄 褐)粗砂)

5c 暗責灰色砂(25Y5/2(暗灰黄)粗砂)

6 暗灰色砂(N4/0(灰 )粗秒)

A′
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／
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第 13図  SD‐ 19遺構平面図及び土層断面図
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水田 SX-4a e sx_4b 今 回の調査 で検 出 した最 も古い水 田である。第二遺構面での調査 は、限 られ

た範囲でのみ行 ったため、 これ ら水 田の全面発掘 には至 らなかった。 このため、 この面の水 田は、

畦畔等で区別で きる区画は確認で きず、同一面 上の水 田を東西各 トレンチの検 出地によってa・ bと

細分 した。

SX-4aは 、トレンチ 2で検 出 した水 田であ り、上面の水 田(SX 2a)下 において検 出で きたものであ

る。水 田耕土 とみ られる覆土は、緑灰色粘質土で微量の遺物 を含む。

次に、SX 4bは 、 トレンチ 4に おいて検 出 した もので、SX 4aと 同様の形態 をもつ。これ らの水 田

とSD-19と の関係は、第13図 土層図断面図に示 した とお り明確 であ り、SD 19埋 没後水 田が営 まれた

ことが窺 える。

水田 SX-2aoSX-2b・ SX-3 これ らの水 田は、SX 4aoSX 4bの さらに上面で検 出 した もので、弥生

時代 中期前葉か ら中葉にかけての連続 した水 田耕作が窺 えるものである。また、拡張 した東端 よ り、

SX 3か らSX 2aに 水 口を通 じて入水す る状況が得 られ、 さらにSX 2a及 びSX 2bを 区画す るとみ ら

れる大畦畔は、第一遺構面で検 出 した弥生時代 中期 中葉の水 田遺構SX lbと ほぼ同 じ位置に存在 し

たことが確認で きた。

L=280m

6a

‐2a

6。 出土遺物

SK 0

6   明責色弱粘質土(25Y7/6(明 黄褐)粗砂混シルト)

6a  明責褐色粘質土(25Y5/4(黄 褐)粗砂混シルト)

7a  黄褐色粘質土(25Y5/3(黄 褐)粗砂混シルト)

7b  灰責褐色粘質土(25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シルト)

8   淡灰褐色粘質土(青味帯びる)(5Y5/(灰 )細砂混シルト)

SX lb 淡緑灰色粘質土(2 5GY5/(オ リーブ灰)粗砂混シルト)

SX 2a 淡灰褐色粘質土(25Y5/(責 灰)粗砂混シルト)

SX 4a 緑灰色粘質土(5Y5/(灰 )粗砂混シルト)

SK‐ 0 黄茶褐色粘質土(25Y5/2(暗灰黄)粗砂混シルト)

第 14図  トレンチ 2西壁土層断面図

今回の調査で出土 した遺物は、第一遺構面において遺構は希薄であったものの遺構の埋土や包含

層より弥生時代前期か ら中・近世に至 るほぼ連続する時期においてそれぞれの遺物 を確認 してい

る。 また第二遺構面では、弥生時代前期後葉から中期前葉にかけての遺構に伴 う遺物が比較的豊富

で良好な資料 を得 ることができた。

まず弥生時代前期の遺物は、遺構の一括遺物 としてSD 19(大溝)やSK 10、 SK 12な どの土坑から

良好な資料 を得ている。 また、包含層である第 6層 及び第 7層 においても同様である。弥生時代中

期では、SX la(水 田)、 SD 16b(溝)が一括資料であ り、ほかに中世の大溝(SD l)か らも若干量の出土

をみる。また古墳時代の遺物は、遺構 としてSD 16aの みであるが、大溝 (SD l)や 包含層である第 4

層に良好な遺物が含 まれている。次に中世の遺物は、先に触れた大溝(SD l)と 包含層である第 4層

に含 まれているのみである。

本書では、これらの遺物 をまず遺構 ごとの一括資料 と包含層出土の遺物 として記述 し、さらに石

器や木器のような特殊遺物は、最後にまとめた。
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(1)遣構 出土の遺物

SD-19出 土遺物 (第 15図 、1～4)1・ 2は 、SD 19の最下層か ら出土 した もので、かな り大形の器形

を呈す る壺の底部 とみ られ る。 これ らは、 ともに体部外面に丁寧なヘ ラ ミガキ調整 を施 し、 1は平

底状の底部 をもつのに対 し、 2は かな り上げ底 に造 られている。 また胎土は、混和材 として丸 い砂

粒 を用いているもの (1)や 角張 った砂礫 を用いるもの(2)が あるが、 ともに結晶片岩や石英 を含み在

地系の土器 であることが明 らかである。

3は 、前者 よ り新 しい時期 の もので、最上層で出土 した多条の櫛描直線文 をもつ壺である。櫛描

部 を一定幅でナデ消 し、さらに櫛描による弧 を描 き流水文状 に加飾 している。体部下半部の調整 は、

ハ ケ調整ののちヘ ラ ミガキ調整 を行 っている。また内面調整は、指頭によるナデ調整によっている。

胎土は、比較的緻密 であ り、微量の結晶片岩や クサ リ礫 を含む。 4は 、 (3)と 共伴す る復原 口径20.8

cmの いわゆ る紀伊型甕である。体部下半部はヘ ラ削 り調整 を残 し、上半部は ヨコナデによって仕上

げている。内面には指頭圧痕が明瞭に残 る。胎土は、比較的粗 く、同 じく結晶片岩や石英 を含む。

また色調は、赤褐色 を呈す るが、 口縁部のみが黒褐色である。

SK-10出 土遺物 (第 16図 、5～ ‖)ま ず 5か ら 7は 、広 口壺の 口縁部 で復原 口径20cm前 後 を測 るもので

ある。口縁外端面にはすべて刻み 目を施 し、また (6・ 7)に はヘ ラ描 き沈線 を一条施 している。また (5)

の頸部 には一本 を単位 とす る多条のヘ ラ描 き沈線文 を施 している。これ らの調整は、(6・ 7)に おいて

争」離等が著 しく不明瞭であるが、 (5)に は内外面 とも丁寧なヘ ラ ミガキ調整がみ られ、おそら く(6・

7)に おいて もヘ ラ ミガキ調整が主体 であったことが窺 える。 また 8は 、壷の底部周辺の破片である

が、明瞭なヘ ラ ミガキ調整が内外面に観察 で きる。

次に 9は 、体部外面に貼 り付け突帯 を施 した甕である。頸部 は「 くJの字状 に折れ曲が り、 口縁

外端面 と突帯部には刻み 目が施 されている。 このタイプの甕は、器形 よ りいわゆる遠賀川系の もの

0                10cm

第 15図  遺物実測図 |
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SK‐ 10 (5～ ||)

SK‐ 12(12-14)

♀   l  RCm

―

JCm

(12の み )

第 16図  遺物実測図 2
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であるが張 り付け突帯 をもつ ことか ら紀伊型の特徴 を兼ね備 えている。 このことか ら、遠賀川系 と

紀伊型の折衷形 とみ られ る。甕 (10)は 、紀伊型甕の口縁部 で屈曲の強さか ら肩部に紀伊型特有の段 も

しくは突帯が付加 され るもの とみ られ る。また11は 、径約lcmの 底部穿孔の土器 であることか ら甑 の

底部 とみ られ る。 この底部の調整は、甕 と同様の縦方向のヘ ラケズ リが明瞭に残 る。

これ らの土器の胎土は、混和材 を多 く含むため粗雑 であ り、炭層か ら出土 したためか黒灰色の色

調 を呈す るものが多い。 また、すべ ての遺物に結晶片岩、石英粒が含 まれている。

SK-12出 土遺物 (第 16図 、12～ 14)広 口壷 (12)は 、底部が欠失 しているほかはほぼ完形である。器形

は大 き く復原器高39 5cm、 日縁部径21 4cm、 体部最大径35.2cmを 測 る。外面調整は、景J離 がひど く不

明瞭なが ら横方向のヘ ラ ミガキ調整がみ られ る。また13は 、SK 10出 土の広 口壷 と同 じく口縁部 に刻

み 目を施 した ものである。

次に、14は 、器壁が厚 く、直にのびる口縁部 は緩やかに外反す る紀伊型甕である。外面調整は、へ

ラケズ リ調整 と指頭による強いナデ調整によっている。

SX-4a o SX-4b出 土遺物 (第 17図 、15～ 17)水 田であるSX 4a・ SX 4b出 土遺物は比較的希薄であ り、

良好 な ものは甕のみである。甕には争じ離のため不明瞭であるがいわゆる遠賀川系の甕 (16)と 紀伊型

甕 (15・ 17)が ある。 まず16は 、無文の もので「 くJの 字状 に大 きく折れ曲が る口縁部 を呈す る。胎土

SX-4aoSX-4b (15-17)

SX― la (18・ 19)

|||)ヽ

||｀111

第 17図  遺物実測図 3

0                      10Cm
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には、混和材である丸い砂粒が 多量に含 まれ る。15は 、緩やかに折れ曲が る口縁部 を形成す るもの

で、外面に残 るヘ ラケズ リ調整 は他の紀伊型甕 と同様 である。また底部 (17)は 、平底の ものである。

これ らの胎土に も結晶片岩、石英が多 く含 まれている。

SX-la出 土遺物 (第 17図 、18019)水 田SX laか らの出土遺物は、他 の水田 と同様 に希薄である。 ま

ず 口縁部がやや外反す る直 口壷 (18)は 、口縁下か ら肩部 にかけて多条の櫛描直線文 を施 した もので、

体部には横方向の丁寧なヘ ラ ミガキ調整がみ られ る。焼成は良好 な もので、淡茶色の色調 を呈す る。

また胎土は、比較的良好で若千の砂粒 を含む程度であ り、結晶片岩・石英粒 を含む。19は 、壷の体部

であ り、外面におけ る景1離が著 しく調整 は不明瞭であるが、(18)と 同 じく櫛描直線文 を施 し、ヘ ラ ミ

ガキ調整が観察 できる。

SD-16b出 土遺物 (第 18図 、20～24)ま ず広 口壺 (20)は 、口縁外端面に一条の沈線文 を施 し、さらに刻

SD 6b(20-24)
′ ′

―

ヽ

/

くて
,::::::::::::::::|::::::::::::iii:::i4

32

遺物実測図 4
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み 目による装飾 を施 している。また細頸壷 (21・ 22)は 、口縁下外面に数状の凹線文 をもつ もので、肉

厚 な器壁 をもち、 口縁部径が19cm前 後 を測 ることか ら大形のタイプ とみ られ る。 また壷の頸部 (23)

は、二条の張 り付け突帯 をもつ もので、突帯 よ り上部 に波状文 による加飾が施 されている。24は 、壷

の底部 である。底部 内面の接合は、円盤状の粘土接合 を用いている。 また内外面 ともにヘ ラ ミガキ

調整が観察 できる。

SD-16a出 土遺物 (第 18図 、25～35)ま ず須恵器 では、杯蓋 (25)、 杯 身 (26)、 高杯 (27)が ある。杯蓋 (25)

は、肩部 を丸 く仕上げた もので、口縁端部に内傾す る明瞭な段 を成す。杯 身 (26)は 、欠失 している口

縁部 はかな り内向気味に立ち上が るもの とみ られ る。また底部外面の回転ヘ ラケズ リ調整は、1/2程

度である。27は 、無蓋高好の杯部 である。外面に凸線 を用い、その下部には波状文 を施 している。

次に土師器 は、杯 (28)、 高不 (29・ 30)、 甕 (31～ 34)が ある。杯 (28)は 、浅 く丸み を呈す る杯部か ら

頸部 に段 を成 し、 口縁部 はやや 内彎 しなが ら立 ち上が る。余J離 のため調整は不明瞭だが内外面 とも

ヘ ラ ミガキ調整 とみ られ る。高杯 の脚部 (29・ 30)は 、 ともに下半部 は欠失 しているが「ハ Jの 字状 に

大 きく開 くタイプの もので、(29)の 外面には縦方向のハ ケ調整がみ られ る。また甕では、全体的にシ

ャープな造 りの ものが多 く、特 に口縁端部 を内側に肥厚 させ るもの (31・ 33)や 緩やかに外反す るもの

(32・ 34)が ある。調整 は、 (31・ 32)か ら外面の頸部下に横方向ない しは縦方向の細かいハケ調整 を施

し、 また内面には板状工具 によるケズ リが顕著にみ られ る。

手づ くね土器 (35)は 、 口縁部径5.8cmを 測 り肉厚な もので、赤褐色 を呈す る。

SD-1出 土遺物 (第 19図 、36～ 54)SD lの 出土遺物は、弥生時代前期か ら中世 に至 る多 くの ものがあ

る。まず弥生土器 では、広 口壺の口縁部 (36)が ある。口縁外端面に一条の沈線 を施 し、刻み 目によっ

て加飾 している。また広 口壺の頸部 とみ られ る37は 、一本 を単位 とす る多条のヘ ラ描沈線文が付 され

た ものであ り、 これ らは第 I様式の新段階か ら第Ⅱ様式の古段階に位置づけ られ る。

次に、広 口壷 (38)は 、口縁端部 を上下に肥厚 させ た もので、外端面には凹線文が施 されている。甕

(39)は 、口径19 6cmを 測 り口縁端部が肥厚す るもので、外面に縦方向のハ ケ調整が施 されている。底

部 (40)は 、底部径9.8cmを 測 る大形の もので外面に粗 いヘ ラ ミガキ調整がみ られ、また内面には板状

工具痕が明瞭に観察 で きる。

古墳時代の遺物は、須恵器の壺 (41)、 甕 (42)、 高 lrNの 脚部 (43)や 土師器の杯 (44)、 高不 (45)、 土禍

の把手 (46・ 47)、 カマ ド(48)な どがある。

まず須恵器は、外反 しなが らのびる口縁部 を下方に丸 く肥厚 させ る壺 (41)や 同様 に肥厚 させ シャ

ープにお さめ る甕 (42)が ある。また、高不の脚部 (43)は 、破片が小 さ く正確 なスカシの幅は得 られな

い。 これ らは、 ともに焼成は良好 であ り、胎土には若千の白色砂粒 を含む。

次に土師器は、やや 内彎す る口縁部 をもち赤褐色の色調 を呈す る杯 (44)が ある。高不の脚部 (45)

は、大 きく開 く底部は欠失 している。外面には、縦方向のハケ調整がみ られ、 また内面には整形時

におけ る絞 り目が顕著 に残 る。土禍は把手のみが出土 している。把手には比較的肉厚 なタイプの46や

シャープに造 られた47な どがあ り、46に はハ ケ調整がみ られ る。また47に は、差 し込みによる接合 で

ある痕跡が窺 える。48は カマ ドの底部 である。外面は、細かいハケ調整 を行 い、内面は指頭 による調

整 で仕上げている。

49は 、平安時代の土師器椀 である。 内外面 とも残 りが悪 く調整は不明である。
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50は 、中国製 白磁小杯 であ り、15世紀後半か ら16世紀前半に位置づ け られ るものである。また51は 、

瀬戸美濃の灰釉皿である。見込み部には、菊花の印花文 をスタンプ している。52は 、常滑焼の大甕の

底部 で外面に格子 タタキが一部 に残 る。

53・ 54は 、ともに底部が欠失 した土禍である。これ らは内彎 し、やゃ肥厚す る口縁部 をもつ もので、

(53)に は外面に格子 タタキがみ られ る。

SD‐ |(36～ 54)

,

第 19図 遺物実測図 5
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(2)包 含層 出上の遺物

包含層出土の遺物は、下層に位置す る弥生時代前期の第 6'7層 と中世末か ら近世初頭にかけて

の第 4層 の遺物 に大 きく分け られ る。

第 6・ 7層 出土遺物 (第 20図 、55～ 63)55は 、壺の肩部である。一本 を単位 とした多条のヘ ラ描沈線

文によ り区画 した範囲を刺突文によって飾 っている。甕の 日縁部 (58～ 60)は すべ て紀伊型甕であ り、

第6層 (55・ 60・ 62・ 63)第 7層 (56～59。 61)

'i=1111｀
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鶯
|
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第20図 遺物実測図 6
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口径20～ 30cmを 測 るものが 多いが、60は 極めて小 さ く口径10.7cmで ある。胎土は、58・ 59に 角張 った

砂粒が 多 く含 まれるのに対 し、60に は丸い砂粒が含 まれる。また、これ らすべてに結晶片岩、石英粒

が含 まれている。鉢 (56)は 、貼 り付けによる把手 をもつ もので、内外面 とも指ナデ調整によって仕上

げている。胎土には、混和材である丸い砂粒 を多 く含む。57は 、蓋である。外面 を縦方向のハケ調整

を施 し、日縁外端面 をヨコハケ し、のち指ナデによって仕 上げている。次に底部は、径7.2cmか ら10.

6cmを 測 るものがあ り、特に61・ 63の 外面にはヘ ラケズ リ調整がみ られることか ら紀伊型甕の底部で

あるとみ られ る。

第 4層 出土遺物 (第 20図 、64～71)第 4層 において も弥生土器は含 まれている。まず64は 、弥生時代

前期の壷の胴部 であ り、貼 り付 け突帯上に刻み 日を施 している。外面には、丁寧なヘ ラ ミガキ調整

を施 している。65は 、弥生時代 中期のいわゆる垂下 口縁 を呈す る高杯杯部の破片である。

次に、古墳時代の遺物は、土師器の杯 (66)、 甕 (67)が ある。杯 (66)は 、やや内彎す る口縁部 をもち

体部には巻 き上げの痕跡が明瞭である。また長胴の甕 (67)は 、緩やかに外反 しなが ら肥厚す る口縁部

を形成す るもので、外面には縦方向のハケ調整 を施 している。

次に、輸入陶磁器は、中国製の青磁碗 (68)や 染付碗 (69)が ある。青磁碗 (68)は 、一条の沈線 をもつ

もので14世紀末か ら15世紀前半代の ものである。染付碗 (69)は 、呉須の発色が良好 なもので、いわゆ

る鰻頭心型の底部 をもつ碗 である。 この碗 は、16世紀中葉か ら後半の ものである。

70は 、瀬戸美濃の天 目茶碗 である。この天 目茶碗 は、大窯期の もので16世紀中葉頃の ものである。

また、特殊 なものに土器 を打 ち欠いた円板状土製品(71)が ある。

(3)石 器(第21図 、72～ 80)

石庖丁(72～ 75)今 回の調査において出上 した石庖丁は、未製品を含め 6′点である。これ らは、すべ

て半 月形 をした磨製の もので、緑色片岩製である。72～ 74の 石庖丁は、すべて欠損 しているが復原 し

た刃渡 りは15cm程 度の ものである。また75は 、SK 10か ら出上 した大型石庖丁であ り、共伴す る遺物

より弥生時代前期後葉の もの とみ られ る。

石斧 (76・ 77)76は 、粘板岩系の石材 を用いた良質 な片刃石斧である。また77は 、砂岩製の磨製石斧

であ り、再利用 として叩 き石 に転用 されている。

叩 き石 。台石(78～80)叩 き石 (78,79)は 、 ともに砂岩の 自然石 を用いた もので、10cm程 度 を測 るも

のが 多い。台石 (80)は 、厚 さ2.5cmを 測 る砂岩の 自然石 を用 いた もので、表面には敲打痕が明瞭に観

察で きる。

(4)火 打石 (第 21図 、81002)SD lか ら火打石 に用 いた とみ られ る石材が出土 した。81は 石英製の火

打石 である。長 さ6.8cm、 幅 3.8m、 厚 さ3.5cm、 重量96.5gを 測 る。色調はやや黄灰味 を帯びた自色

を呈す る。本来河原などにあった とみ られ る角の とれた 自然石 を火打石 に転用 した ものであ り、半

面に 自然面 を残す。火打金による打撃は 自然面 を除 く側縁部のほぼ全てに及んでいる。

82は サ ヌカイ トの剥片である。長 さ5。 9 cm、 幅 4.lcm、 厚 さ1.5cm、 重量43.8gを 測 る。色調はや

や灰味 を帯びた黒色 を呈 し、 自然面 を一部に残す ものである。長辺 を基準に した場合、両側縁部及

び表裏面の中央部分 に打撃痕がみ られ、火打石 に用いられた可能性がある。
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(6)金 属製品(第 22図 、35～ 88)

金属製品では、火縄銃の玉である鉛玉が 3点 出土 している。出土地は、SD lの 第 2層 (85)と 第 4

層 (86・ 87)で ある。これらは、径約1.2cmを 測る。重さは、それぞれ85が732g、 86が7.99g、 87が9

43gで ある。

また銭貨は、中国の宋銭である政和通宝 (88)がSD l最 下層より1点 出土 している。この政和通宝

は、初鋳1111年 である。

(7)木 器 (第 23図 、89)

木器 としては、SD 19最 下層か ら出

土 した直柄広鍬 1点がある。

直柄広鍬 は舟形突起 をもつ鍬 身の部

分が出土 した。身の長 さは32.5cm、 残存

幅は20 0cm、 復元幅は20 8cmを 測 る。厚

さは頭部 の最 大厚0.8cmか ら刃端部 に

向か うに従 って徐々に薄 くなってゆ

き、身の最大幅あた りで0 5cmを 測る。

刃端の長 さは16.8cmを 測 り、厚 さは使

用及び劣化のためか薄いものである。 一

舟形突起部にある柄孔は舟形隆起部が

長径4.l cm、 短径3.Ocmを 測 る楕円形 を

呈 し、反対側の面は長径 3.6 cm、 短径

|

第23図 遺物実漫l図 9

3.2cmの 楕 円形 を呈す る。このことか ら、柄 は舟形隆起のある面か ら差 し込んだ もの と思われ、舟形

隆起のある面が後面にあたるもの と考 えられ る。舟形隆起部 は、長 さ23 5cm、 幅 5 0cm、 厚 さ3 2cm

を測 る。後面か ら刃端部 を下にみて、頭部面左右 に突起部 をもつ。身の側面は、刃端部 を除 き丁寧

な面取 りが観察で きる。後面 を上に して、刃端部 を手前に した場合、素材 とした木材は舟形突起部

の斜め左上 に年輪の中心 をもつ前後方向が柾 目の丸太であろう。模式化 して断面図に示す。

保存状況は、後面か ら刃端部 を下にみて、左半部分が良好 であ り、右半部分 は劣化の進行がみ ら

れ何度 も乾燥 した様 である。保存状況の良好 な面には製作工具痕 を観察す ることができる。

この直柄広鍬 は広鍬Ⅳ式に分類 され、後面の舟形隆起 はA4型 隆起 に分類 され るものである。広鍬

IV式 は身幅が15～ 21cmの 範囲であ り、鍬身幅については、この範疇の もの としては大形品の部類には

いるものである。

(3)自 然遺物

自然遺物 としては、SD 19か ら炭化 した自然木や種子類、SD lか ら骨片・マツの毬果 1点・種子類

などの出土がある。

【参考文献】
佐原真  『弥生土器 I』  ニューサイエンス社 1983

寺沢薫 森岡秀人  『弥生土器の様式と編年』 近畿編 I 木耳社 1989

平井勝  『弥生時代の石器』 考古学ライブラリー64 ニューサイエンス社 1991年

『木器集成図録 近畿原始篇』 奈良国立文化財研究所 1993年
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7。 まとめ
検 出遺構か らの考察

(1)弥 生時代前期の大溝 について

第二遺構面で検 出 した弥生時代前期後葉の大溝は、 これ までの大 田・黒田遺跡に関す る発 lFJ調 査

では検 出例 のない遺構 である。この大溝は、調査区内において延長約25m分 を検 出 した もので、先に

触れた とお り幅約2.3m、 検 出面か らの深 さは約1.2mを 測 り、断面がV字状に掘削 された大規模 な溝

である。 この遺構の用途は、い くつか考察 で きるが、弥生時代の集落に関す る遺構 として耕作に要

す る用水路や集落 をとりま く環濠が一般的に考えられ る。

まず耕作に関す る用水路 とす ると、溝底面の傾斜が緩やかであるが北西 よ り南東へ下 るものであ

り、地形的な傾斜に逆行す ることがいえる。 また、最下層か ら出土 した直柄広鍬 よ り周辺で農耕が

行 われていたことが明 らかであ り、 この大溝が機能 していた時期には周辺において耕作が営 まれて

いたことが認め られる。

次に、後者の環濠 と考えると、必要性がな くなれば 自然堆積 も容易に考 えられ る。 この大溝が機

能 していた時期 は、出土遺物 よ り弥生時代前期後葉 とみ られ、中期の前葉にはすでに埋没 し、水田

化 していることか ら短期間にわたるものである。溝の方向性は、ほぼ直線的であるがやや大田・黒

田遺跡の中心部 に弧 を描 く状況が得 られ る。 また、出土遺物が極端に少ないことが挙げ られ、 この

状況か ら集落の中心部か らやや外れていることが考察で きる。

このことをふ まえると両者 とも可能性が残 るが、 この大溝の延長部が どの ように展開す るか今後

の発掘調査 において明確 に しなければならない重要点であろう。

(2)弥 生時代中期における水 田について(第 24図 )

和歌 山県下において確認 されている明確 な水田区画は、和歌 山市鳴神 に所在す る鳴神 V遺跡で検

出された古墳時代前期の ものが最古 とされ る。しか し、今 回の調査 で検出 した水 田は、さらに300年

ほ ど遡 る弥生時代 中期の ものである。

まず水 田を検 出 した遺構面の標高は約22mで あ り、 また弥生時代集落の中心部 と推定 で きる東

250mに 位置す る来迎寺周辺での過去の調査による弥生時代前期の遺構面の標高が約25mで あ るこ

とよ り当地が大 田・黒 田遺跡の縁辺部 に相 当す る微高地上 で もやや低地 にあたるこ とが確認 で き

る。 このことか ら、集落の構造は、微高地上に竪穴住居等の居住域 を設け、周辺で もやや低 い西側

を中′亡、に水 田を構 える生産域 を構成 しているもの とみ られ る。

本調査において水 田 としている遺構 は、プ ラン ト・ オパール分析の結果、すべての水田耕土 とみ

られ る土壊か らイネのプ ラン ト・オパールが検 出されてお り、 また水 田耕土 とみ られ る覆土が耕作

によ り灰色に変色 ヒ́ていたことか ら明確 である。 また、検 出 した最古の水田は、第 7層 の上面で検

出 したSX 4a・ SX 4b(1期 )で あ り、 これ らの水 田は弥生時代前期後葉の大溝 (SD 19)及 び土坑 (SK―

10・ SK 12)よ りも新 しい ものであ り、さらにSD 19最上層出土の遺物 よ り、弥生時代中期前葉に位置

づけ られ る。SX 2a・ SX 2b・ SX 3(2期 )は 、SX 4aoSX 4bの 水 田耕土面 よ りさらに20cm_L部 に検出

した ものである。また、第一遺構面 Lで検出 したSX la・ SX lb(3期 )は 、 2期の耕作面 よ り40cm上 部

である。このことか ら、1期 (弥 生時代 中期前葉)か ら 3期 (弥生時代 中期 中葉)に かけての堆積は、60

cmに も及んでいることがわか るが、その理由 として水 日の床 Lげ が考 えられ る。
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次に、水 円を区画す る畦畔は、調査区のほぼ中央 を東

西 に貫 くN86°一Wの 方 向性 を もつ幅 4m程 度 の いわ

ゆる大畦畔 を確認 している。また調査 区東端では、大畦

畔に直交す る南北方向の畦畔 を確認 している。 これ ら

の畦畔は、3期の水 田に伴 うものである。しか し、トレ

ンチ 2及 び トレンチ 4の 土層堆積状況 よ り、下面の 2

期 におけ る畦畔の位置及び方向が 3期 の大畦畔 とほぼ

同 じであることが確認で き、 このことよ り畦畔は踏襲

されていた とみ られ る。また、1期 の畦畔は、2期 及び

3期 の畦畔 よ り、 トレンチ 4の状況 よ り約 3m北 に振

っていることが明 らかである。

小畦畔による水 回の区画は、今 國|の 調査 では明確 に

できなか ったが、 3期 の水 FRに 小区画水 田SX la(長 辺

78m、 短辺33m)が あ り、この水回の規模が一例 とし

て考 えられ る。また、SX 3が小 区画水 田 とみ られ るこ

とか ら今 回小畦畔 を検 出す ることがで きなか ったSX 4

・SX 2・ SX lbも 小区画水田であった可能性があるとみ

られ る。 この水 □と先に触れた鳴神 V遺跡で検 出され

た古墳時代前期の小 区画水 田(1単位 は長辺40～ 615

m、 短辺175～ 230m)を 比較す ると、同 じような形状

をもつ もの として注 目できる。

このほか、水 田に関す るもの として水 口が検 出で き

た。水 口は、 まず 2期の水 田SX 2aと SX 3と の間にみ

られ、耕作面の比高差 よ りSX 3か らSX 2aへ と入水 さ

れていた もの と考 えられ る。また、 1期 の水田SX 4a、

3期 の水田SX lbに も水 口とみ られ る突出部 を南東隅

に確認 している。 この位置関係 も畦畔 と同様 にほぼ同

位置であ り、水 口も踏襲 され る可能性が高い。

【参考文献】
都出比呂志『日本農耕社会の成立過程』岩波書店 1989

工楽善通『水田の考古学J東京大学出版会 1991

「鳴神V遺跡発掘調査概要報告書J(財 )和歌山市文化体市振興事業F■  1994

(3)大 田 城 に つ い て

今 回の調査地が周知 の遺跡太田城の範囲であること

は、これ まで触れた とお りである。しか し、中世末に存

在 した とされ る大田城は、文献史料において も正椎 な

位置は触れ られてお らず、全 くの未知の城である。この

ため、大 田城 は関す る記述の中か ら周 りに堀 を巡 らし

水田 1期

水田 2期
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ていた とされ ることよ り、大田城の位置 を考察す る Lに おいてこの堀の存在が重要視 されている。

正確 な堀の位置 を得 ることができれば大田城の範囲が確定でき、 自ず と城の位置 も推定で きること

になる。

今 回の調査 では、第一遺構面の調査 区南東隅において検 出 した大溝SD lは 、大田城が存在 した と

され る16世紀代の遺構 である。この大溝が大 田城の堀であるかについては全 く不明であるが、同時期

であるため何 らかの関わ りをもつ可能性が考えられ る。 また、 この大溝の覆土中や包含層か ら火縄

銃の玉 である鉛 ]こ が 3点 出Jlし ていることか らも、周辺は中世末に戦舌Lが 行われたことの裏付けで

ある。 これ までの大田・黒田遺跡の発掘調査においてこの時期の溝及び大溝は、数次にわた り検 出

されているが、かな り自然流路 も含 まれているとみ られ、明確 な大田城の堀 と確認されているもの

は存在 しない (第 25図 )。 しか し、当調査地に近接す る」R和歌 山駅東 日前か ら東西方向に確認 された

濠状遺構は、幅10m、 深 さ 3m以上の もので長 さ約130m分 が確認 されてお り、大田城 に関わるもの

とみ られている。 このほか、この溝に直交す る南北方向の溝などが何条か確認 されてお り、大田城

の位置が この範囲内であれば今後の調査 で明確にされ るであろう。

【参考文献】
和歌山市史編さん委員会  『和歌山市史型第 1巻 和歌山市 1991

既
側
岨
盟
躙

″
，́」Ｌ

∬
熙
岬
帥

第25図

-28-



自然科学の調査

(1)太 田・ 黒田遺跡の立地 と環境

和歌山市立博物館 額 田 雅裕

1.和 歌山平野と遺跡付近の地形

大田・黒田遺跡は、和歌山駅東側に位置する和歌 1日 県下最大の弥生集落遺跡である。その第26次発

掘調査は、和歌山市大田383番地の和歌 1日 YMCA福 祉医療専門学校新築工事に先立って行われた。

検出された主な遺構は、弥生前期の大溝 (SD 19)、 弥生中期前葉の水田、弥生中期中葉の水田、

弥生中期後葉の溝 (SD-16b)、 古墳前期の溝 (SD-16a)な どである。

大田・黒田遺跡は、すべて完新世段丘 H而 に立地す る。同面は、沖積低地よリー段高 くなった沖

積面で、 日前宮の南側 を中心にひろが り、南太田か ら北へは半島状に突き出た形をしている。その

西端は JR阪和線のす ぐ西側で沖積低地 と接するが、段丘崖は市街地化が著 しく不明瞭 となってい

る。同面の段丘化の時期は、永暦元年 (1160)の洪水で紀ノ川支流が河床 を下刻 して 日前富付近の耕

地面へ濯漑用水が揚が らな くなったとする古文書か ら、中世初頭 と推定 される
1)。

南大田 。北大田・南黒田の集落は完新世段丘Ⅱ面の自然堤防、中黒田～北黒田の集落はポイン ト

バー状の微高地に位置する
2)。

そして今回の発掘調査区域は、すべて完新世段丘Ⅱ面の後背低地にあ

たっている。その付近には、断片的ではあるがN10° Wの条里型土地害1が 残存する
3)。

2.和 歌山平野の沖積層

わが国の臨海沖積平野における基本的な沖積層の層序は、形成順に下位か ら上位へ沖積層基底礫

層 (BG)、 沖積下部砂層 (LS)、 沖積中部泥層 (MM)、 沖積上部砂層 (US)、 頂部陸成層 (T)と な

っている
4)。

その堆積時期は、主 としてBGが最終氷期最盛期 (～ 18,000年 BP.)、 LSが晩氷期 (18,

000～ 10,000年 B.P.)、 MMが 縄文海進期 (10,000～ 5,000年BP)、 US

が (5,000～ 3,000年 B.P.)、 Tが (3,000年 BP.～ )と 考 えられ、 BG・

LSが更新世 (洪積世 )、 MM・ US・ Tが完新世 (沖 積世)の 堆積である。

和歌 山平野の沖積層は、 この模式的な層相 よ り堆積物が粗 く、M

Mの堆積時期 に も礫混 じり砂層である地点が 多 く、さらにUSの 堆積

時期 には砂礫がちになる。それは、縄文海進期に磯 ノ浦か ら吹上付

近 に砂堆が形成 され、内湾 となった紀伊湾の水深が浅 く、 また紀 ノ

川河 日か らの距離が近かったため、粗粒 な物質が急速に堆積 した と

推定 され る。紀伊湾は、3,000年 前 (縄文後期 ～晩期 )頃 にはほぼ埋

積 されて、大田・黒田遺跡付近は陸地化 した と考 えられる。

3.遺 跡付近の沖積層の層序

第26図 は、発掘調査区域中央付近のボー リング柱状図である。こ

のボー リングの層序は、下位より、⑫が最終氷期最盛期までに形成

された砂礫層 (BG)、 ①～⑨が縄文海進期に堆積 した砂層(US I)、

③～③が完新世後期のUS期に堆積した砂層(US Ⅱ)、 ②が陸地化後

に堆積した頂部粘土層 (TM)と 、4層 に区分できる。US Iの堆積期

は紀伊湾の拡大期、US Ⅱの堆積期は三角州平野の拡大期にあたる。
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⑫は、N値が49～ 100と 締 まった砂礫層で、更新世に堆積 した紀ノ川の旧扇状地性堆積物 と考 えら

れ、和歌川両岸の 20m付近には平坦面を形成 している。一般的な日本の海水準変動曲線をここにあ

てはめると、海水準が 20mに 達するのは、9,000～ 8,000年 B.P.頃 で、大田・黒田遺跡付近に海が侵

入 したのは、海面が 20mま で上昇 した縄文早期頃 と考えられる。LSは 、和歌山平野では紀 ノ川や和

歌川の谷の部分にのみ分布 し、遺跡付近では海進の時期が遅れたため同層を欠いている。

① より上位が完新統 (完新世の地層)で 、①～③は主 として砂層か らなる。濃尾平野など典型的な

日本の沖積平野では、①～⑨の堆積期にシル ト・粘土層 (MM)が堆積するが、和歌山平野にはMM

がほ とんど分布 しない。それは、堆積環境が深度の大 きい海底ではな く、紀 ノ川河口付近の浅い内

湾であったため、砂層 (US I)が 堆積 したのであろう。⑨層中に挟まれる淡褐灰色火山灰は、時期・

供給源 とも不明であるが、層準 と多量に含 まれる特徴からみて、約6,300年 前に鹿児島湾の鬼界カル

デラから噴出したアカホヤ火山灰 と推定 される。

③は、浅い侵食谷に堆積 した中礫層で、一時的な海退を示す層相であろう。⑦ o⑥はその谷を埋

積す る堆積物で、⑤～③は三角州前置層のUS― Ⅱである。②層中に弥生前期のSD-19や土坑 (SK 10。

SK-12)が 形成されていることか ら、大田・黒田遺跡付近は少なくとも弥生前期には陸地化 していた

ことがわかる。③層中の腐食物や④層中の炭化木片は陸上起源 と思われるが、その14c年代涸1定がで

きれば、より正確な陸地化の時期がわかるであろう。

②は、氾濫原の後背湿地性堆積物や湖性堆積物で、暗褐灰～褐灰色シル ト混 じり粘土からなる沖

積陸成層である。大田・黒田遺跡の遺構面は、同層中に検出される。SD 19底部の粘土層は②層中に

挟 まれる青灰色粘土層に相当すると思われる。

4.発掘断面の観察 と所見

発掘調査区域内の層序は第27図 に示 した。SD-19の 底部には、⑨の暗灰色 (N3/0)粘 土層が堆積 し

ている。同層は、ほぼ水平で面的なひろが りがあ り、おそらくかなり大 きな池かlltの ような一時的

な水域の静穏な環境で堆積 したと考えられる。その上面の高度はT.P.1.44mで あるか ら、海面 とほ

ぼ同 じレベルの淡水域 と思われるが、ラグーンの可能性 もある。

TP
4m

埋土 (近代以降)

トレンチ 1北壁面

暗掲色シル ト(1日 耕土 )

灰色シル ト(床 土 :近世 ) (弥生中期中葉遺構面)

⑥ 黄褐色シルト

(弥生前期後葉～中期前葉遺構面)

⑦a黄掲色粘土質シルト

⑦b褐灰色シルト

⑧ 責灰色シルト

Эb灰 色シルト

SD‐ 19南西壁面

～中期前葉遺構面 )

(弥生中期前葉水田層)

第27図 発掘調査区域内の層序
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(床 土 :中 世末～近世 )

緑灰色シル ト

(弥生中期中葉水田層)

黄掲色シル ト(弥生中期中葉 )

灰色砂質シル ト

:17m(弥生煎塑後葉

⑦ 黄褐色
粘土質シルト

③ 灰黄色シルト

③ 暗灰色粘土

責褐色粘質シル ト
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⑧の灰黄色 (2.5Y6/2)シ ル ト層は、全体に腐植物の斑紋があ り、最下部には酸化鉄の集積 した橙

色層約2cmがある。⑦b褐 灰色 (7.5YR5/1)シ ル トと⑦a黄褐色 (2.5Y5/3)粘 土質シル トは、その上面

が弥生前期後葉～中期前葉の遺構面で、調査区西壁面では弥生中期前葉の水田層 (SX 4b)が認め ら

れた。③⑦両層は、静穏な堆積環境の洪水堆積層 と考えられる。弥生中期前葉の水田構成層は、緑

灰色 (5G6/1)砂質シル ト層で、約20mの厚さがある。同層は、前期の地形面を浅 く皿上に掘 り込ん

だ凹地中に形成されている。

SD-19は 、用水路または集落の環濠 と考 えられ、⑦の上面から切 られている。大田・黒田遺跡の集

落はここから北西に中心があ り、発掘調査区域はその周辺部で、集落のはずれか水田地帯にあたる。

その溝は、弥生中期前葉には完全に埋積 されている。

⑥は約40cmの 黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト層で、その上面は弥生中期中葉の遺構面である。

⑤は、15～ 20cmの 緑灰色 (5G6/1)シ ル ト層で、弥生中期中葉の水田構成層 と考えられる。弥生中

期前葉のSX 4ま での層準からは、イネのプラン ト・オパールが検出され、水田層であることが明ら

か となった。この水田層を切って、弥生中期後葉のSD 16aが 掘削されている。溝はENE WSW方 向

の用水路 と考えられ、底部は一段深い溝 となっている。その溝を切って、さらに古墳前期のSD 16a

が掘削されている。両溝は並んで平行 し、その方向は現地表面に残る条里型土地割 (N10° W)と ほぼ

直交することは興味深い。

④は床土、③は旧耕土で、その上部にはガレキを含む整地層が約70cmあ る。

大田・黒田遺跡では、 1日 耕土のす ぐ下が弥生時代の遺構面 (現地表面下約70cm)と なってお り、そ

れ以降の堆積量が極めて少ない。それは遺跡が完新世段丘 H面 に位置するためで、弥生中期頃に堆

積がほぼ終了したことを示 している。

5.太 田城の位置

発掘調査区域は大田城跡の範囲にあた り発掘の契機になったが、室町時代の鉄砲玉3イ固が遺物 とし

て出土 した以外、大田城に関連する遺物や遺構はほ とんど検出されなかった。大田城 を中世城館遺

跡 として指定 したことは評価できるが、来迎寺が大田城本丸跡 という伝承に基づいて行ったことは

早計であっただろう。

また、大田付近で発掘 された溝状遺構は大田城の堀跡 といわれてきたが、筆者が発掘現場 をみて

きた限 りでは、北大田の和歌山駅鳴神線南側に沿 う、16世紀に埋め るれた溝が唯一の人工的な水路

で、それ以外の5ケ所はすべて自然河川であった。

筆者は、太田城が集落の中心ではな く、そこか らはずれた現在の出水 (大 田城水攻め当時は大田)

のポイン トバーにあったと推定するが、それについては別稿で詳述することにしたい。発掘調査の

結果は、はか らず しも大田城が筆者の推定位置にあった nl‐ 能性 を高 くしたといえる。大田城はどこ

にあったのか、従来の和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図の大田城跡の範囲 と筆者が指摘する出水

地区を合わせて検討されるよう、今後の考古学的な発掘調査に期待 したい。

注
1)額 田雅裕

‐
太田城付近の地形環境」『和歌山市 N/博物館研究紀要』2,1987,24～ 41頁 .

額田雅裕「鳴神V遺跡の地形環境」『鳴ネ中V遺跡発掘調査概要報告書」 (財 )和歌山市文化体育振興事業岡,1994,49～ 52頁 .

日下雅義「大田 黒lI遺 跡の地形環境J『地理歴史調査概報』和歌山市教育委員会,1969,l～ 11頁 。

中野榮治「名草郡の条里J『紀伊FTlの条里制』古今書院,1989,H3～ 166頁。
井関弘太郎「沖積層_F,中積平野』東京大学出版会,1983,49～ 58・ 71～ 91頁 。
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(2)太 田 0黒 田遣跡 におけるプラン ト・ オパ ール分析

古環境研究所 松 田 隆二

1.:ま じaわ :こ

植物珪酸体 は、ガラスの主成分 である珪酸 (Si02)が植物の細胞内に蓄積 した ものであ り、植物が

枯死 した後 も微化石 (プ ラン ト・オパール)と なって土壊 中に半永久的に残 っている。プラン ト・

オパール (植物珪酸体)分析 は、 この微化石 を遺跡土壌 などか ら検出 し、その組成や量 を明 らかに

す る方法であ り、 イネをは じめ とす るイネ科栽培植物の同定お よび古植生・古環境の推定 などに応

用 されている。

大 田・黒 田遺跡の発掘調査では、弥生時代 中期 とみ られる水 田状遺構が検 出された。そこで、同

遺構におけ る稲作の確認お よびその他の時期におけ る稲作跡の探査 を目的にプ ラン ト・オパール分

析 を行 うことになった。

2.試料

試料採取地点は、調査 区西壁、南西部において検 出された水 田状遺構 (SX la)、 トレンチ 2東壁の

3地点である。試料は、調査区西壁では 3層 (1日 耕土 )、 4a層 、4b層 、5層 、6層 、7a層 、7b層 、8層 に

おいて、水 日状遺構 では6層 水 田面 (試料番号1～ 4)、 水 田覆土 (試料番号2)お よびその L層 (試料

番号1)に おいて、 トレンチ 2東壁では6層 、6c層 (SX 4a)、 7a層 、8層 においてそれぞれ採取 された

ものである。

3.分析法

プ ラン ト・オパールの抽 出 と定量は、「プ ラン ト・オパール定量分析法 (藤 原,1976)」 をもとに、

次の手順 で行 った。

1)試料土の絶乾 (105℃ 。24時間 )

2)試料土約 lgを 粋量、ガラスビー ズ添加 (直径約40μm,約 0.02g)

※電子分析天粋によ り1万分の lgの 精度で秤量

3)電気炉灰化法に よる脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W。 42kHz。 10分間 )

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

6)封 入剤 (オ イキッ ト)中 に分散,プ レパ ラー ト作成

7)検鏡 。計数

検鏡は、お もにイネ科植物の機動細胞に由来す るプラン ト・オパール (以下、プラン ト・オパー

ル と略す )を 同定の対象 とし、400倍 の偏光顕微鏡下で行 った。計数 は、ガラスビー ズ個数が400以上

になるまで行 った。 これはほぼプ レパ ラー ト1枚分の精査に相 当す る。

検鏡結果は、計数値 を試料 lg中 のプラン ト・オパール個数 (試料 lgあ た りのガラスビー ズ個数

に、計数 されたプ ラン ト・オパール とガラスビーズの個数の比率 を乗 じて求め る)に 換算 して示 し

た。 また、お もな分類群については、 この値 に試料の仮比重 (1.0と 仮定 )と 各植物の換算係数 (機

動細胞珪酸体1個 あた りの植物体乾重,単位 :10-5g)を 乗 じて、単位面積 で層厚lcmあ た りの植物体

生産量 を算出 し図示 した。換算係数 は、 イネは赤米、 キビ族はヒエ、 ヨシ属は ヨシ、 ウシクサ族は

ススキ、 タケ亜科 については数種の平均値 を用いた。その値は、それぞれ294(種 実重は1.03)、 8.
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40、 6.31、 1.24、 048で ある (杉 山・藤原 ,

1987)。

4.分析結果

採取 された試料すべ てについて分析 を行

った結果、 イネ、 ヨシ属、 ウシクサ族、 タ

ケ亜科の各分類群のプ ラン ト・オパールが

検 出された。 これ らの分類群 について定量

を行 い、その結果 を表 1に 示 した。 また、

西壁 と トレンチ 2東壁 につ いてはプ ラン

ト・オパール組成図を作成 し第28図 、第29図

に示 した。 なお、主 な分類群 については図

版16に 顕微鏡写真 を示 した。

5.考察

表 1 大田・黒田遺跡のプラント・オパール分析結果

推定生産量 (堂亡 :kg/● cm)

稲 作 跡 (水 田跡)の検 証 や探 z l::|::|::::‐ :II:: |

合 、通常 、 イネの プ ラン ト・ オ′ 040 007。 391   00。

|

料 lgあ た りお よそ3,000イ固以上σ

出された場合 に、そこで稲作が行われていた可能性が高い と判断 している。 また、その層にプ ラン

ト・オパール密度の ピー クが認め られれば、上層か ら後代の ものが混入 した危険性 は考 えに くくな

り、その層で稲作が行 われていた可能性 はよ り確実な もの となる。以上の基準に基づ いて以下考察

を行 う。

(1)水 田状遺構

本地点では、遺構面の全試料 と覆土上層 よ リイネのプ ラン ト・オパール (以 下、イネ と略す)が

検 出された。遺構面におけ るプ ラン ト・オパール密度 (以 下、密度 と略す)は 600～ 700イ同/gと 低 い

模 試
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図 箇

検出密度 (単 位 :× 100個 /g)
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||
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箇
所

イ ウ タ     イ ウ タ
ネ シ ケ     ネ シ ケ

ク 亜       ク 亜
サ 科      サ 科
族         族

1 0 1kg/m`.cm未満

|万個/g 0 2 5kg/m'・ cm

検出密度   推定生産量 (主 な分類群 )

第29図  トレンチ 2東壁における

プラン ト・オパール分析結果
※主な分類群について表示。

|万個/g

10 kg/m,.cm未 満

2 5kg/m'・ cm

検出密度 推定生産量 (主 な分類群 )

第28図 西壁におけるプラン ト・オパール分析結果
※主な分類群について表示。

ヤヒ族 {ヒ エ属など )

ウンクサlt(ス スキ属なと) 23  33  13           7  7  7  5     6  6
タケJⅢl(お もにネササlh)1 147 107  87  58  45  20  22  27  14  19  13  38  19

タケ亜お|(お も11ネ ササ節)1071 051 042 028 022 010 010 013 007 009 006 018 009

模
式
柱
状
図
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値であるが、直上の覆土か らは検出されていないことから、上層から後代のプラン ト・オパールが

混入 した危険性は考えに くい。 したがって、同遺構において稲作が行われていた可能性が高いと考

えられる。

(2)西壁

ここでは、3層 、4a層 、4b層 、5層 (SX lb)、 6層 、7a層 よリイネが検出された。このうち、3層 、4a

層、4b層 の各層では、密度が9,400～ 14,100個 /gと 非常に高い値である。したがって、これら各層に

ついては稲作跡である可能性が極めて高いと考えられる。5層 (SX lb)で は、上部において3,000個 /
g弱 と比較的高い密度である。 したがって、本層でも稲作が行われていた可能性が高い と考えられ

る。6層 では密度は700個 /g程度 と低い値であるが、直上の5層 下部からは検出されていないことか

ら、上層からの混入の危険性は考えに くい。 したがって、本層においても稲作か行われていた可能

性が考えられる。7a層 では、密度が700イ固/g程度 と低い値である。したがって、本層において稲作が

行われていた可能性は考えられるものの、上層からの混入の危険性 も否定できない。

(3)ト レンチ 2東壁

本地点では、6c層 (SX-4a)に おいてイネが検出された。密度は1,300～ 1,400個 /gと やや低い値であ

るものの、直上の6層 からは検出されていないことから、上層からの混入は考えに くい。したがって、

本層において稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

なお、本遺跡では全体にヨシ属の検出量が極めて少な く、ウシクサ族や タケ亜科が優勢である。

とくに、3層 と4a層 および4b層 ではこの傾向が顕著である。一般に、ヨシ属は湿地に、ウシクサ族や

タケ亜科は比較的乾いた土壌の所に生育することが知 られている。したがって、4b層 ～3層 の堆積時

期は概ね乾いた環境であったことが推定 される。

6.ま とめ

大田・黒田遺跡の発掘調査に際 しプラン ト・オパール分析 を行い、水田状遺構検出層における稲

作の検証ならびにその他の層における稲作跡の探査 を試みた。その結果、水田状遺構が検出された

6層 では、検出遺構面、西壁、 トレンチ 2東壁 (6c層 )の すべての地点からイネのプラン ト・オパー

ルが検出されたことから、同層で稲作が行われていたことが分析的に確認された。なお、プラン ト・

オパール密度は600～ 1,400イ 固/gと やや低い値である。これについては、1)稲 作が行われていた期間

が短かった、2)稲藁の大部分が水田外に持ち出された、3)稲の生産性が低かった、4)土層の堆積

速度が速かった等が考えられるが、ここでの原因は不明である。6層 以外では、3層 、4a層 、4b層 の各

層において稲作跡である可能性が非常に高いと判 bl「 された。また、5層 (SX lb)に ついても稲作跡で

ある可能性が高いと判断された。

文献
藤原宏志 (197の プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科栽培

植物の珪酸体標本と定量分析法― ,考古学と自然科学,9:15-29.

藤原宏志 (1979)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (3)一福岡・板付遺跡

(夜 日式)水田および群馬。日高遺跡 (弥生時代)水田におけるイネ (O saiva L)生 産総量の推定¬ 考古学と自然科学,12:29‐ 41

藤原宏志 。杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)一 プラント・オパール分析による水田l■ の探杏― ,考 古学と自然

科学,17:7385
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(3)太 田・ 黒田遺跡 より出土 した広鍬の樹種 について

元興寺文化財研究所 保存科学センター 井上 美 知 子

1同 定方法

カ ミソ リの刃 を用 い徒手で木 口 (横 断面 )・ 柾 目 (放射断面 )・ 板 目 (接線断面)の三断面の切片

を正確 に作製 した。これ らの切片はサフラニ ンで染色 し、エチルアル コール・n― ブチルアル コール・

キシレンの順 に常法に従 い脱水 した後、非水溶性の樹脂 (EUKITT)で 封入 し永久プ レパ ラー トと

した。生物顕微鏡でこれ らの切片の内部形態特徴 (道管の配列や大 ささ,放射組織の幅・長 さ・形 ,結

晶細胞の有無な ど)の特徴 を観察 し同定 を行 った。

2.結 果 (図 版 15)

同定の結果、広鍬 はブナ科 コナ ラ属のアカガシ亜属 であった。アカガシ亜属 は常緑 カシ類でアカ

ガシ、アラカシ、 ウラジロガシ、ツクバネガシ、 シラカシ等であるが正確 に樹種 を同定す るには葉

の形状 を確認す る必要がある。

木 口面―道管は放射状 に配列 してお り春材か ら夏材へ移行 して も道管径 の変化 はない。

放射組織は単列の もの と30細胞以上の幅の多列 の もの (広放射組織)がある。

柾 目面―道管は単穿子しを有 している。 また、チロース (道管 を閉塞す る泡状組織)が発達 している。

放射組織は同性 でおおむね平伏細胞か らなる。

板 目面―放射組織は単列の もの と軸方向要素 を含んだ広放射組織がある。

3考察

日本 の遺 跡 出土木製 品総 覧 に よる と

て い る。 暖温帯 に広 く分布 し高木 であ

櫨 ・櫂 な どに用 い られ るこ とが 多い。

文献

伊藤隆夫、島地 謙 :日 本の遺跡出土木製品総覧、

島地 謙、伊藤隆夫 :図説 木材組織

平井信二 :木の事典 2

、えぶ り,鋤,鍬 などの鋤鍬類の88.1%を アカガシ亜属が 占め

る。材は堅硬、強靱 で水湿に も強い事 よ り農具・道具の柄 ・

雄山閣、51～ 52(1988)
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